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1　は　し　か　き

東北地域における養蚕では．春蚕期・晩秋姦期・晩々秋

垂期には椎蚕共同飼育所から配毒された後にしばしば極端

な低温に遭遇する。壮垂期には保温の不完全な簡易施設で

飼育が行われる事例が多く，作柄が不安定である。飼育温

度は蚕作安定にとって重要な要素であるので，作柄に及ぼ

す低温の影響を調査した。

2　試　験　方　法

川　実験1（表1）

1986年春蚕期に，現行姦品種の二元交雑種5品種につい

て，3齢，4齢．5齢．5齢前半，5齢後半の各時期に18

℃の低温接触を行う試験区を設け，相対湿度75％で飼育し

た。その外の期間は対照区と同様に25℃．相対湿度75％で

飼育・上族を行った。供試蚕数は4齢起壷で各区250頑と

した。5齢の前半と後半の区分は餉食後3日を境とした。

練糸検定は50粒の2遵制で行った。

（2）実験2（表2）

晩秋蚕期に上記のうち4品種について，3齢．4齢，5

蓑1低温青の結果（5品種の平均）

齢の各時期に夜間16時間15℃，昼間8時間25℃の変温条件

で飼育を行った。その外の期間は対照区と同様に25℃，相

対湿度75％で飼育・上族を行った。供試蚕数は4齢起垂で

250頑とした。

3　試　験　結　果

（1）低温育（表1）

経過日数は3齢区で3日，4齢区で4日，5齢区で5日

はど長くなった。化鏑歩合には5齢区で低温の障害が認め

られ，他の区では顕著な障害は認められなかったが，品種

によっては3齢区．4齢区などに若干低い数値もみられた。

収繭量は4齢区で最も劣り．次いで3齢区で劣り．他の区

では影響は認められなかった。繭質については頭重・繭層

垂とも4齢区で劣り．次いで3齢区で劣ったが，これらの

区でも繭層歩合は低下しなかった。経過日数が長くなった

5齢区と5齢後半区では繭垂・繭層垂が増大し．繭層歩合

が低下した。生糸量歩合は繭層歩合の低下した5齢区，5

齢後半区で最も低く，次いで4齢区で低かった。繭糸長・

繭糸量・繭糸繊度の各形質についてみると，繭垂・繭層垂

の低下した4齢区で繭糸長が最も短く．繭糸量が少なく，

試 験 区

経 過 日 数 （日 ，時 ） 化 蛸

歩 合
収 繭 量 繭 垂 繭 層 垂

繭 層

歩 合

生 糸 量

歩 合

繭 糸

繊 度

繭 層 練

滅 率

3 齢 4 齢 5 齢 （％） （匂 ） （ダ） （C g ） （％） （％） （d ） （％）

対　　 照 4 ．17 5 ．0 0 7 ．0 6 98 ．2 2 2 ．6 2 ．3 7 5 7 ．3 2 4 ．2 2 3 ．0 5 3．28 2 3 ．4

3　　 齢 7 ．17 5 ．0 0 8 ．0 0 9 5．2 2 1 ．1 2 ．2 9 5 5 ．9 2 4 ．4 2 2 ．9 9 3 ．2 0 23 ．7

4　　 齢 9 ．0 1 7 ．18 9 5．3 2 0 ．4 2 ．2 1 5 3 ．5 2 4 ．2 22 ．0 1 3．1 1 2 3 ．2

5　　 齢 1 2 ．0 5 9 3．0 2 2 ．5 2 ，5 3 5 8 ．0 2 2．9 20 ．3 7 3 ．2 4 2 5 ．4

5 齢 前 半 8 ．19 9 5．6 2 2 ．2 2 ．4 0 5 8 ．3 2 4 ．3 2 2 ．6 7 3．2 5 2 3 ．5

5 齢 後 半 1 0 ．0 4 9 6 ．0 2 2 ．2 2 ．5 4 6 0 ．6 2 3．9 2 1 ．3 9 3．3 1 2 4 ．8

表2　変温青の結果（4品種の平均）

試 験 区
経 過 日 数 （日，時 ） 化 桶

歩 合
収 繭鼻 繭　 垂 繭層 重

繭 層
歩 合

繭　 層
練 減 率

3　 齢 4　 齢 5　 ■齢 （％） （毎） （g ） （七g ） （％） （％）

対　 照 4．00 4．1 7 6．20 9 2．4 19．3 2．14 5 4．5 2 5．5 2 4．3

3　 齢 8．0 0 4，17 7．0 2 9 2．8 18．0 2．0 0 4 9．4 2 4．7 2 4．5

4　 齢 8．17 7．02 8 3 ．9 16．4 2．0 0 4 9．8 2 4．9 2 4．3

5　 齢 9．0 7 9 2．5 19．5 2．19 5 3．7 2 4．5 2 4．8
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繭糸繊度が細かった。繭層練減率は繭層歩合・生糸量歩合

の低下した5齢区と5齢後半区で高かった。

（2）変温育（表2）

経過日数は3齢区と4齢区で4日．5齢区で2日半ほど

長くなった。化蝿歩合は4齢区で低下し，3齢区と5齢区

でも低下した品種もあった。収繭量は4齢区で最も低下

し，障害が認められた。繭質については3齢区・4齢区で

繭垂・繭層垂の低下がみられ，障害が認められた。繭層練

滅率は5齢区でやや高かった。

4　考　　　　　案

に影響が最も強く表れ，化鯖歩合が低下し．また繭質に影

響が表れた。

以上の結果から推察すると，春蚕期のような糞質の良い

時期に18℃内外の低温条件が続いた場合には，たとえ苑壷

は少ないにしても，繭糸質には悪影響が表れるものと思わ

れる。更に飼育条件の劣る晩秋姦期・晩々秋壷期には春蚕

期よりも影響が強く表れると思われるので．低温対策が一

層必要であると考える。
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